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1 福井県文書館とは

県立のアーカイブズ、2003年開館
県立図書館・文学館との併設 職員13名（うち非常勤8名）館長兼任

県の歴史的公文書を移管、公開
福井県域を出所とするアーカイブズ資料を収集、公開
35.5万点（うち公文書6.2万点、古文書28.8万点、刊行物0.5万点 2019年度）

地道な資料のデジタル化、オープンな公開を目指す
県史編さん撮影のマイクロフィルムのデジタル化、職員による撮影

Web上での画像公開4.2万点・41万画像
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2 くずし講座のその先
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文書館資料へのアクセスのハードルの高さ
くずし字のハードル 文書館での閲覧のハードル（自らのテーマと調査）

くずし字講座のはしご
入門 はじめてくずし字に出会う人向け 春 4回×2
初級 興味優先で、いきなり“路上教習” 秋 3回×２

ワークシートの公開（4テーマ、各4シート）
読解 講師なしの輪読形式 毎月1回 年12回

リアルに集まれる読解講座と ひとりでもできる何か



3-1 「みんなで翻刻」へのキセキ
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当館のボランティア
翻刻（資料集の下原稿作成） 2009年度から～
翻刻・資料整理・目録作成 現在10名登録

NARA「市民アーキビスト」
米国国立公文書館（NARA）、オンラインカタログで1860年から1862年ま
での日米間の外交記録を公開：公開されたデジタル画像の翻刻・英訳への
支援を呼びかけ
Posted 2018年10月25日 NDLカレントアウェアネス
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NARA「市民アーキビスト」
単なる体験イベントではなく

アーカイブズの中核業務

である目録を市民に

開いていく取組み

私たちは一体
いつになったら
こんなことが実現できるんだろうか
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偶然みつけた
ドラえもん
との会話（Twitter）
2020/05/03
↓

2020/08/23
くずし字学習向
資料を公開









4 提供資料
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くずし字学習用資料
手習手本や検地帳など 24点 すでに19点/24点中が翻刻完了

松平文庫
福井藩の藩政資料・越前松平家と藩校に伝来した書籍など
大部な記録類 「温古集」「少傅日録抄」など 12点



5-1 市民に支えられたアーカイブズ
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テキストの蓄積の重要さ
・インデックスとしての目録を補完するデータ

・オープンな提供 オープンデータの公開
県広報写真
幕末福井関連資料の全文テキスト
福井藩主の歴代給帳（初代～７代まで）
学校向けアーカイブズガイド
年表・統計データ



5-2 市民に支えられたアーカイブズ
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 みんなで翻刻に参加する県外・国外の“市民”
いかに県内からも参加者を増やしていけるか

翻刻の成果（全文テキスト）を
「デジタルアーカイブ福井」で
どう活かせるか


